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　家政学雑誌における文献情報の流通について

大妻女大：岡本順子、岡田安代、大森正司、矢野とし子、聖カタリナ短大：加藤みゆき

岐阜大: 長野宏子、産業能率短大：田中劾、㈱外国文献社:o中村重男

（目的》引用文献は、その研究が何を背景に行われているかを知る重要な情報である。

従って、引用文献の解析を行えば、逆に遂次刊行物の重要度も推定することが可能となる。

農学をはじめ、他の分野ではほとんどの部門にわたって調査、分析が行われ、主要雑誌

（Key journals)のリストも発表さ｡れている。　文献骨報のきちんとした整理、情報の寿命、

真の情報率を明らかにすることは、家政学における研究活動の一層の効率化をはかること

ができるものと考えられる。　先に本研究では、家政学雑誌における引用文献"について

解析を行ったか、今回は、その引用文献の流通について調査を行ったので報告する。

《方法）先に行った研究で明らかとなった家政学雑誌Key journals の上位５種の和文誌

日本家政学会誌、日本農芸化学会誌、日本栄養食糧学会誌、日本食品工業学会誌、油化学

を対象に、1964年、1974年、1984年と10年おきに３年間分を調査した。　各号の論文数、

1 論文の平均ページ数、受理されてから刊行されるまでの期間等について調査した。

（結果》①1 論文の平均ページ数は'64、'74、'84年と変化するに従い、いずれの学会

誌においても増加しているのか認められた。　　②受理から刊行されるまでの期間は、いず

れの学会誌においても遅くなる傾iniではあったが、'84年において日本家政学会誌

12.9ヶ月、８本農芸化学会誌6.4ヶ月、日本栄養食糧学会誌7.8ヶ月、｀日本食品工業学会

誌8.8ヶ月、油化学5.9ヶ月であった。
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　家政学における研究の日韓比較

岐阜大：長野宏子、大妻女大：大森正司、岡田安代、岡本順子、矢野とし子、

聖カタリナ短大：加藤みゆき、産業能率短大戸田中功、㈱外国文献社；中村重男

（目的）隣接諸科学（医学、農学、薬学、工学）が生産に重点をおいた応用科学であ.ると

すれば、家政学における研究は、生活を基本とした応用科学であると考えられる。　安定

成長期を迎えた今、生活全体が一見安定している様に見えるが、肥満、成人病、噛めない

子供などの諸問題、また、ウサギ小屋、トリ小屋的住居から青少年や老人問題と、様I々な

諸問題が山積している。　この様な事を概観すると、真に家政学の役割か時代のニーズと

して要望されているものと考えられる。　本研究では、家政学の構成と構造を明らかにす

る目的で、家政科学技術分類表（CHE)を作成し、要素技術連関、国際比較、歴史的変遷な

どを検討してきた。　今回は、日本家政学会誌と韓国家政学会誌の研究課題について比較

し、知見が得られたので報告する。

《方法）日本家政学会誌の論文574編（1979 ~1983年）、韓国家政学会誌の論文212編

（1979～1983年）を対象として分析した。　家政科学技術分類表(CHE)を用いて論文をイ

ンデクシングし、機械集計、出現頻度と連関度を求めた。

《結果》①付与された標数の数は、日本では３～7 fi付与されたものが多く認められ、韓

国ではもっと少ない標数であった。　②要素技術の出現頻度としては、日本家政学会誌に

は「食品・生活空間」、「有史時代・生物の性」などか多く認められたが、韓国では「家

庭経営」などか比較的多く認められた。　共出現頻度においては、「食の技術×食品・生

活空間i、７化学的物質x食品・生活空間」、「生物の性×食品・生活空間」などが高い

共出現頻度を示した。


